
日本 CSO 協会設立について 

― 企業と MR の質向上により、製薬業界のパートナーとして社会への貢献を実現 ― 

 

日本 CSO 協会は、6 月 1 日、CSO 9 社による任意団体として正式に設立に至りました。 

当社からは、顧問の市来 研志が副会長に就任いたしました。 

 

CSO 業界全体として企業、MR の両面からさらなる質の向上に努め、製薬業界のパートナ

ーとして医薬品の適正使用を推進し、医療関係者様や患者様、また社会への貢献を実現し

てまいります。 

 

協会概要 

【名  称】日本 CSO 協会（英名：Japan CSO Association） 

【設立趣意】 

 ・企業、MR の質向上による製薬企業、医療関係者様、患者様、社会への貢献 

 ・業界としての信頼性向上 

  ・業界の地位、知名度向上による優秀人財の安定的供給体制の確立（採用、育成、リテ 

ンション） 

【加盟企業】全 9 社、五十音順 

IML 株式会社 

アプシェ株式会社 

アポプラスステーション株式会社 

インヴェンティブ・ヘルス・ジャパン株式会社 

株式会社オースクエア(旧 株式会社 J・Staff２１) 

クインタイルズ・トランスナショナル・ジャパン株式会社 

株式会社シミックエムピーエスエス 

株式会社ファーマネットワーク 

株式会社メディサイエンスプラニング 

【役  員】 

会 長：清水  昇 （クインタイルズ・トランスナショナル・ジャパン株式会社  

代表取締役社長） 

副会長：市来 研志 （株式会社ファーマネットワーク 顧問） 

理 事：佐野  極 （株式会社シミックエムピーエスエス 代表取締役社長） 

監 事：日比野 恒子 （アポプラステーション株式会社 代表取締役会長） 

【活動内容】 

日本 CSO 協会設立趣意の実現を目指し、以下の 3 つの運営委員会により、具体的な活動を

推進いたします。 



人事・教育運営委員会（担当理事：市来副会長） 

法務・ガイドライン運営委員会（担当理事：清水会長） 

広報・マーケティング運営委員会（担当理事：佐野理事） 

以上 

 


